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島嶼では日本産の生物も含め外来生物に対する視点が生態系保全のために必要である．

昨今，八重山諸島や宮古諸島などにおいてインドクジャク(Pavo cristatus)が定着し農作物や

在来生物への被害が懸念される事例が認められる（田中・嵩原 2003; 亘・権田 2018）．筆

者はかつて御蔵島を訪れたときにインドクジャクを目撃したことがあるのでかなり時間が

経過しているが記録として報告することとした． 

1989 年 8 月，筆者は観光のために御蔵島を訪れた．徒歩で散策していたところ，インド

クジャクのつがいに遭遇し写真を撮影した（図１）．ポリタンクの大きさから推定して雄の

体長は 100 ㎝程度であると考えられた．撮影場所の記憶は定かではないが，背景がのり面

らしい事，ポリタンクやバッテリーなどから人里からはそれほど離れていない場所だと推

察される． 

以後，御蔵島を訪れる機会は数回あったが再び見ることはなく，今も情報はないことか

ら，定着はしなかったものと考えられる． 

 

 

図 1．インドクジャクのつがい 1989 年 8 月 左：メス，右：オス． 
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